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道
路
を
利
用
し
な
い
機
械
（
農
業
用
機
械
・
船
舶
・
重
機
等
）
に
認
め
ら
れ
て
い

る
免
税
軽
油
制
度
が
、
現
在
の
地
方
税
法
で
は
平
成
24
年
3
月
末
で
廃
止
さ
れ
る
。

　

免
税
軽
油
制
度
が
な
く
な
る
と
、
今
で
さ
え
困
難
な
農
業
経
営
へ
の
負
担
は
避
け

ら
れ
ず
、
軽
油
を
大
量
に
使
う
畜
産
農
家
や
野
菜
・
園
芸
農
家
を
は
じ
め
、
農
業
経

営
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
制
度
の
継
続
は
、
地
域
農
業
の
振
興
と
食
糧
自
給
率

を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
り
、
そ
の
継
続
が
強
く
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
頂
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
陳
情

陳
情
趣
旨

　

例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
食
糧
供
給
を
海
外
に
依
存
し
、

国
土
を
荒
廃
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
国
内
農
業
や
地
域
経
済
の
振
興
と
は
到
底
両
立

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
断
固
と
し
て
反
対
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
農
家
の
将
来
に
向
け
た
営
農
意
欲
を
挫
き
、

復
興
の
足
か
せ
に
し
か
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
経
済
・
社
会
ひ
い
て
は
国

民
生
活
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
検
討
を
直

ち
に
中
止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
会
・
政
府
に
意
見
書
の
提
出
を
強
く
要
請
す
る
。

※
同
趣
旨
の
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
（
大

崎
町
立
大
崎
第
一
中
学
校
の
存
続
に
関
す
る
請
願
書
）
は
、
今
期
も
結
論
に
至

ら
ず
、
さ
ら
に
12
月
議
会
ま
で
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

大
崎
第
一
中
学
校
の

　

存
続
に
関
す
る
請
願
書
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案　
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〜

教
育
委
員
会
委
員
を
同
意

教
育
委
員
会
委
員
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　
　

所　
　

持
留
二
八
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　

名　
　

溝
口　

信
男　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
年
月
日　
　

昭
和
24
年
8
月
5
日

人
権
擁
護
委
員
を
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
次
の
方
を
再
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　
　

所　
　

仮
宿
三
三
三
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　

名　
　

北
村　

厚
義　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
年
月
日　
　

昭
和
22
年
3
月
26
日


